
９
月
定
例
県
議
会
が
、
９
月
18
日
～
10
月
７
日
ま
で
20
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
安
倍
政
治
」

を
継
承
す
る
菅
政
権
が
９
月
16
日
に
発
足
し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
「
公
助
」
を
あ
と
回
し
に
、「
自

助
」「
共
助
」
を
強
調
し
、
国
民
に
自
己
責
任
を
押
し
付
け
る
姿
勢
が
あ
ら
わ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
議
会
で
は
、
神
山
悦
子
県
議
が
代
表
質
問
、
宮
本
し
づ
え
県
議
が
一
般
質
問
、
吉
田
英
策
県
議
が
総
括
質

問
を
行
い
ま
し
た
。
最
終
本
会
議
で
は
宮
川
え
み
子
県
議
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
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知
事
に
対
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
、
汚
染
水
の
海
洋
放
出
に
反
対
表
明
を

と
求
め
た
ほ
か
、
原
発
事
故
対
応
や
災
害

対
策
、
米
価
下
落
、
女
性
の
視
点
を
生
か

す
県
政
等
を
求
め
ま
し
た
。

神山悦子県議

＝９月２４日 

８
月
以
降
、
４
つ
の
ク
ラ
ス
タ
ー

と
初
の
感
染
死
亡
者
が
報
告
さ
れ
、

会
津
で
初
の
院
内
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発

生
し
た
こ
と
を
受
け
、「
知
事
自
身
が

“
防
疫
”
の
観
点
で
無
症
状
者
を
含

め
幅
広
く
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
し
、

感
染
源
を
面
で
抑
え
る
べ
き
」
と
求

め
ま
し
た
。
し
か
し
、
知
事
に
そ
の

観
点
の
答
弁
は
な
く
、
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
た
郡
山
市
は
感
染
拡
大
が

止
ま
り
ま
せ
ん
。

感
染
リ
ス
ク
が
高
い
医
療
、
介

護
・
福
祉
施
設
職
員
、
救
急
隊
員
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
優
先
し
、
帰
省
す
る

大
学
生
等
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
医
療

機
関
へ
の
減
収
補
填
、
県
衛
生
研
究

所
・
保
健
所
の
人
員
増
を
含
め
た
体

制
強
化
等
を
求
め
ま
し
た
。

会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
の
院
内
ク
ラ

ス
タ
ー
発
生
に
つ
い
て
は
、
総
括
審

査
会
で
吉
田
県
議
も
質
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
職
員
・
患
者
・
出
入
り
業
者

の
全
て
を
対
象
に
実
施
す
る
こ
と
。

県
は
感
染
経
路
等
の
情
報
を
積
極
的

に
開
示
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
困
難
な
中
で
頑
張
っ
て

い
る
保
育
所
、
学
童
ク
ラ
ブ
、
院
外
薬
局
、

消
防
等
の
職
員
は
慰
労
金
の
対
象
で
な

い
た
め
、
国
に
要
望
す
る
と
と
も
に
、
一

人
５
万
円
支
給
を
決
め
た
山
形
県
な
ど

の
例
を
紹
介
し
、
県
独
自
の
支
給
を
求
め

ま
し
た
。
県
は
必
要
性
を
認
め
国
に
要
望

し
て
い
る
と
答
え
ま
し
た
が
、
独
自
に
支

給
す
る
と
は
言
い
ま
せ
ん
。

県
内
で
も
コ
ロ
ナ
に
よ
る
死
亡
が
５
人

に
（
10
／
13
発
表
）
。
宮
本
県
議
は
余
裕

あ
る
集
中
治
療
用
ベ
ッ
ド
確
保
や
人
工
心

肺
装
置
エ
ク
モ
の
確
保
を
求
め
ま
し
た
。

本
県
は
、
大
震
災
・
原
発
事
故
、
昨
年

の
台
風
災
害
、
今
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
危
機

が
加
わ
り
、
倒
産
・
閉
鎖
件
数
が
東
北
で

２
番
目
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
福
島
労

働
局
は
、
年
末
ま
で
に
非
正
規
雇
用
者
を

中
心
に
千
人
を
超
え
る
大
量
の
失
業
者
が

見
込
ま
れ
る
と
発
表
。

12
月
末
ま
で
と
し
て
い
る
国
の
雇
用

調
整
助
成
金
を
来
年
１
月
以
降
も
継
続
す

る
こ
と
。
家
賃
支
援
給
付
金
、
持
続
化
給

付
金
の
再
給
付
と
期
限
延
長
、
暮
ら
し
と

経
済
回
復
に
有
効
な
消
費
税
率
５
％
へ
の

減
税
を
国
に
求
め
よ
と
質
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
「
新
し
い
生
活
様
式
」

を
ふ
ま
え
、
小
中
学
校
・
高
校
は
１
ク
ラ
ス

20
人
程
度
に
し
、
正
規
教
員
を
増
員
す
る

こ
と
。
来
年
度
実
施
を
含
め
学
校
給
食
費
の

補
助
は
県
内
40
市
町
村
と
な
り
、
県
が
実

施
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。
県
立
大
学
の
授

業
料
を
一
律
半
額
に
、
県
立
高
校
統
廃
合
計

画
は
中
止
を
求
め
ま
し
た
。

写真右：9/2 

県衛生研究所を訪
問し、PCR 検査の現
状を聞き取り、懇談

する党県議団。右か
ら神山、宮本、大橋、
宮川、吉田の各県

議。左は県衛生研究
所の室井所長。 

写真中央：9/11 
コロナ禍の「雇用・
経済対策」につい

て、県へ申入れをす
るみんなで新しい
県政をつくる会

来年３月で、原発事故から丸 10 年の節目を

迎えます。10/5 現在、県発表だけでも避難者

は３万７千人（県内 7,471 人、県外 29,516 人）。

震災関連死は 2,315 人、震災関連自殺者は 118

人と被災３県で最多です。災害・復興公営住宅

の孤独死は 42 人、今年はすでに 10 人。精神的

に追い詰められているとの指摘もあります。 

国や県は、事故 10 年を契機に避難者支援や

賠償を打ち切り、帰還困難区域を除染なしで解

除しようとして反発の声が上がっています。

商工・農林水産業も原発事故前までに回復せ

コ
ロ
ナ
対
応
の
集
中

治
療
用
ベ
ッ
ド
は
42

床
、
エ
ク
モ
は
22
人

分
あ
り
、
稼
働
で
き

る
の
は
６
つ
の
医
療

機
関
と
答
弁
。
死
亡

事
例
を
検
証
し
教
訓

を
明
ら
か
に
す
べ
き

で
す
。
ま
た
、
陽
性

者
は

引
き
続
き

入

院
・
保
護
す
べ
き
と

求
め
た
の
に
対
し
県

も
入
院
が
原
則
と
応

じ
ま
し
た
。

宮本しづえ県議

＝９月２９日 

「反対」の意見書を可決した自治体
「慎重」の意見書を可決した自治体

ず、水産物の水揚げ量は事故前のわずか

14％程度です。汚染水の海洋放出は、被災

県民の努力に冷水を浴びせるものですが、

知事は反対を表明しません。 

青年団体主催のフードバンクプロジェクト＝10/4、いわき駅前

◆雇用・生業守る制度の活用を～休業支援金制度◆ 
労働者が休業させられても賃金が払われないときは、直
接本人が休業支援金の申請を行うことができます。早めに
ご相談下さい。コールセンター０１２０－２２１－２７６

「
コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
が
大
変
」

「
仕
事
を
失
い
、
仕
送
り
が
困
難
」

と
、
若
者
や
学
生
を
持
つ
母
親
な

ど
30
人
余
り
が
支
援
物
資
を
受

け
取
り
ま
し
た
。
相
談
会
に
は
宮

川
県
議
も
参
加
。

コ
ロ
ナ
対
策
、
地
球
温
暖
化
と
災
害
対
策
、

被
災
者
支
援
、
帰
還
困
難
区
域
問
題
、
伝
承

館
運
営
、
イ
オ
ン
出
店
問
題
、
夜
間
中
学
設

置
等
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。




